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子どものイライラはどこに向かうの（社会的支援：小学校高学年以上向き） 
 

【学習資料】 

 【朗読劇 しょうた君のイライラ】 

 

 ナレーター  これはある家族の朝のひとコマです。中学生のしょうた君は最近イライラ

しているようで、いつも不機嫌な顔をしています。 

 

 母      「しょうた、やっと起きてきたのね。早くしなさい！ 学校に遅れるわよ！」

ナレーター  しょうた君は無言で食卓に座ります。 

 

 母      「また朝から不機嫌な顔して・・・。おはようぐらい言えないの？」 

 しょうた   「（小さな声で）自分も言ってねえし。」 

 母      「毎日毎日不機嫌な顔をして。何が気に入らないのか知らないけど、 

         お母さんだって忙しいんだから、早くしてよ！」 

 しょうた   「うぜぇ。マジ、むかつくし。」 

 ナレーター  しょうた君はいきなり食卓を立って、無言で学校に出かけて行きました。 

 

母      「行ってきますくらい言いなさい！ほんとにもう！」 

 ナレーター  そこに父親が起きてきました。 

 

 父      「朝っぱらから何怒ってんだ？」 

 母      「あの子、最近いつも機嫌が悪くって。わたしが何を言っても返事もしな

いし、イライラして無愛想だし。もう、どうしてあんなふうなんだろう。」 

 父      「中学生なんて普通そんなもんだろ？それに毎日毎日朝からガミガミ言わ

れたら、返事もしたくなくなるさ。」 

 母      「はあ？私のせいだっていうの？」 

 父      「そうは言ってないさ。学校でもいろいろあるだろうし、勉強だって大変

だろ？しかも家に帰ってきてまで小言ばかり言われたら、不機嫌にもな

るだろうって言ってるんだよ。」 

 母      「じゃあ、どうしたらいいのよ？あなただって考えてよ！」 

 父      「う～ん。」 

 母      「そうだ！とりあえずは、あなたが早起きして朝ご飯を一緒に食べるとこ

ろからはじめましょうよ！」 

 父      「どうしてそうなるの？」 

 

 ナレーター  はてさて、しょうた君のイライラはどこから来ているのでしょうか？ 

        何か解決策はあるのでしょうか？皆さん一緒に考えてみてください。 
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【学習のポイント】 

 ○いじめ加害に影響する要因のひとつである、子どものストレスについて考える。 

○子どものストレスを軽減することが、いじめの未然防止につながることを理解し、日常生活でできる

ことに取り組もうとする態度を養う。 

 

【すすめ方（８０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主な発問 留意点 

導入  ２ 

 

 

 

 

 

１３ 

  

１ 本研修会のねらいや進め方の

説明をする。 

（参加・尊重・守秘） 

 

 

 

２ 朗読劇を聞いた後、感想を入

れながら自己紹介をする。 

（１分×人数） 

 

■本研修会のねらいや進め

方について説明する。 

 

 

 

 

■朗読劇を聞いた感想を入

れながら自己紹介をしまし

ょう。 

◆事前に４人グルー

プをつくっておく。 

◆資料２をもとにス

トレスについて考え

ることを説明する。 

 

◆事前に参加者に役

割演技を依頼してお

く。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

１０ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

３ 子どもがイライラを感じる原

因（時や事がら）を書き出して

いく。 

＊模造紙上部に記入 

 

４ イライラが引き起こす言動を

書き出す。 

＊模造紙上部に記入 

 

 

 

 

 

５ 書き出したものをもとに、感

じたことを話し合う。 

 

 

 

６ 子どものイライラを軽減する

ために、保護者としてできるこ

とは何かを書き出す。 

  ＊模造紙下部に記入 

 

■子どものイライラの原因

になる事がらを書き出し、

関連するものをつなげまし

ょう。 

 

■イライラの原因から予想

される言動を書き出してみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

■書き出したものを見て、

日常生活で思い当たること

などを話し合ってみましょ

う。 

 

■子どものイライラに対し

て、保護者としてできそう

なことや考えたいことを書

き出し、関連するものをつ

なげましょう。 

◆模造紙の使い方に

ついて展開例をもと

に説明する。 

 

 

◆会話をしながら思

いつくものから記入

するよう助言する。 

◆模造紙への記入が

少ない場合は、ギャ

ラリーウォークを入

れてもよい。 

 

◆日常生活と結びつ

けて考えるよう助言

する。 

 

 

◆ファシリテーター

は、話合いの内容を

把握しておく。 

◆会話をしながら思

いつくものから記入
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 ８ 

 

 

 

 ５ 

 

 

 

 

 

 

７ ギャラリーウォークをする。 

 

 

 

８ グループで学習のふりかえり

をする。 

 

 

 

 

 

 

■他のグループの模造紙を

見て回り、参考となる取組

にシールを貼りましょう。 

 

■今日の学習はいかがでし

たか。感想を話し合ってみ

ましょう。 

するよう助言する。 

◆○○しないだけで

なく、○○するとい

う視点で考えてもら

うよう助言する。 

 

◆シールを一人３枚

程度配布する。 

 

 

◆ファシリテーター

は、各グループの話

合いの内容を把握

し、参加者全体に伝

えていく。 

 

まとめ ４ 

 

 

 ８ 

 

 

９ ふりかえりシートに記入する。 

 

 

10  ファシリテーターがまとめと

する。 

■ふりかえりシートに記入

しましょう。 

 

■子どものストレスを軽減

することが、いじめの未

然防止につながります。 

◆資料１のふりかえ

りシートを活用す

る。 

◆資料２を配付し、

いじめとストレスの

関わりを説明する。 
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【参考資料】 

資料１ 

ふりかえりシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（１） 

 ＊必要に応じて、以下のふりかえりシートを使うこともできます。 

 

ふりかえりシート 

 

今日の活動を通して、やってみたいと思ったことを書きましょう。 

 
一人で 家庭で PTA で 

すぐに 

   

いつかは 
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○今日の活動を通して、気づいたことや考えたことを書きましょう。 



資料２ 

「いじめの追跡調査２００７～２００９ いじめＱ＆Ａ」 （国立教育政策研究所生徒指導研究センター） 
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 模造紙の展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの

イライラ 

先生の態度 

友人関係 

親の小言 

容姿 

 

勉強が分

からない 

学校の授業 

ネット 

ライン 

夫婦仲 

 

親の態度 

決めごとを 

話合いで決め

る（ルール） 

 

 

 

 

勉強のこと

ばかり言わ

ない 
 

ありがとう 

 

ストーカー 

こづかい 

非行 

キレる 

 

 

 

忙しい 

日常 

 

決めつけ 

暴力・妨害 

悪口 

 

反抗 

物にあたる 

外泊・家出 

 

 
 

聞く 

会話をする 

 

家庭でできそう

なこと 
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参考 

＜模造紙の使い方の説明例＞ 

○模造紙の中央に、“子どものイライラ”と書いて円で囲みましょう。 

 

○円で囲った以外の部分を、上下２等分するように、円から両側に横線を引きましょう。 

 

（展開１） 

○子どものイライラの原因になる事がらを、模造紙上部に書き出してみましょう。 

○また、関連するものを線でつなげましょう。 

 

○イライラの原因から予想される言動を、模造紙上部の空いたところに書き出してみましょ

う。 

○また、関連するものを線でつなげましょう。 

 

（展開２） 

○子どものイライラに対して、保護者としてできそうなことや考えたいことを、模造紙下部

に書き出してみましょう。 

○また、関連するものを線でつなげましょう。 
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